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編集発行  

コミュニティ 

協議会  

広報委員会  

人  口 

７，５０２人 

世 帯 数 

３，０２３世帯 

平成２７年１２月現在 

          

フ
ジ
住
宅
開
発
地
区 

 

フ
ジ
住
宅
に
よ
る
３
カ
所
の
宅
地
開
発
工

事
が
進
み
、
さ
く
ら
通
り
（
新
香
里
・
枚
方

公
園
線
）
沿
い
の
敷
地
な
ど
に
は
３
～
５
ｍ

の
擁
壁
が
所
々
完
成
し
、
そ
の
姿
を
現
し
て

き
ま
し
た
。 

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
跡
地
が
戸
建
て
用
地
と
し

て
売
却
さ
れ
た
時
点
か
ら
、「
分
譲
住
宅
開
発

で
は
敷
地
を
有
効
利
用
す
る
た
め
の
造
成
が 

          行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
石
垣
と
斜
面
で
構
成

さ
れ
て
い
た
道
路
と
の
境
界
部
分
が
垂
直
の

擁
壁
に
改
変
さ
れ
る
」
こ
と
は
予
想
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
擁
壁
が
完
成

し
て
く
る
と
、
状
況
が
明
ら
か
に
な
り
、
風

景
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
を
実
感
し
た
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
擁
壁
の
表
面
は
石
垣
に

似
た
化
粧
が
施
さ
れ
、
景
観
に
は
一
定
の
配

慮
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
さ
く
ら
通

り
の
歩
道
空
間
が
、
こ
れ
ま
で
よ
り
圧
迫
感

が
強
ま
る
の
は
確
実
で
す
。 

 
第
四
中
学
校
北
側
地
区
で
は
、
さ
く
ら
通

り
に
面
し
た
擁
壁
が
姿
を
現
す
と
と
も
に
、

現
在
の
斜
面
地
形
を
活
用
し
た
宅
地
造
成
の

た
め
の
擁
壁
や
、
地
区
内
の
道
路
造
成
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
側
の
道
路
沿
い

の
石
垣
の
撤
去
と
高
さ
約
４
ｍ
の
擁
壁
設
置 

 

の
た
め
の
基
礎
工
事
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

香
里
ヶ
丘
６
丁
目
に
あ
る
「
５
丁
目
郵
便

局
」
前
の
道
路
沿
い
に
も
２
ｍ
程
度
の
擁
壁

の
た
め
の
型
枠
工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
跡
地
の
再
開
発 

進
む
宅
地
造
成
擁
壁
工
事 

新
病
院
計
画 

桜通り沿いの４ｍ超の擁壁 

五本松交差点南西角付近の擁壁 

以楽公園交差点北西角の擁壁工事 

５丁目郵便局前の擁壁工事 第四中学校北側の造成工事（斜面を利用したひな壇式） 
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香
里
ヶ
丘
有
恵
会
病
院
建
設 

京
阪
バ
ス
香
里
ヶ
丘
５
丁
目
バ
ス
停
の
西

側
、
旧
Ｃ
商
店
街
や
小
公
園
、
公
団
住
宅
が

あ
っ
た
敷
地
に
香
里
ヶ
丘
有
恵
会
病
院
が
建

設
さ
れ
ま
す
。
10
月
４
日
に
近
隣
住
民
へ
の

説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
現
在
は
敷
地
の
改

変
・
造
成
工
事
に
関
す
る
枚
方
市
の
審
査
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
10
月
発
行
の
第
38
号

に
施
設
配
置
計
画
の
平
面
図
等
を
記
載
し
た

と
お
り
、
病
院
本
館
建
物
は
敷
地
の
南
側
の

丘
陵
を
削
る
形
で
建
設
さ
れ
ま
す
。
さ
く
ら

通
り
側
か
ら
見
る
と
、
５
階
建
て
に
見
え
ま

す
が
、
１
階
部
分
は
半
地
下
構
造
の
地
下
１

階
に
相
当
し
、
病
院
本
館
へ
の
出
入
口
は
２

階
部
分
に
設
け
ら
れ
ま
す
。
敷
地
の
北
側
に

は
２
層
３
段
の
自
走
式
立
体
駐
車
場
、
以
楽

公
園
交
差
点
沿
い
に
院
外
薬
局
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。 

病
院
敷
地
北
側
の
通
称
「
地
獄
坂
」
と
呼

ば
れ
る
坂
道
は
道
路
幅
が
３
ｍ
ほ
ど
で
、
自 

 

 

動
車
が
通
る
と
歩
行
者
は
道
路
脇
の
側
溝
付 

近
ま
で
避
け
る
必
要
が
あ
る
危
険
な
道
路
で

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
は
今
回
の
開
発

を
機
会
に
「
地
獄
坂
」
の
拡
幅
と
、
病
院
敷

地
北
側
の
淀
見
通
り
の
歩
道
設
置
に
つ
い
て
、

病
院
お
よ
び
枚
方
市
に
要
望
し
て
い
ま
す
。 

      

                           

と
ん
ど
祭
り
に
き
て
ね 

平
成
28
年
１
月
10
日
（
日
）
に
第
26

回
と
ん
ど
祭
り
を
五
常
小
学
校
運
動
場

に
お
い
て
、
午
前
10
時
頃
か
ら
正
午
頃

ま
で
の
予
定
で
開
催
し
ま
す
。 

と
ん
ど
祭
り
は
、
小
正
月
の
行
事
で
、

正
月
の
松
飾
り
、
注
連
縄
（
し
め
な
わ
）、

書
き
初
め
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
一
カ
所

に
集
め
て
燃
や
す
伝
統
行
事
と
し
て
各

地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

と
ん
ど
で
燃
や
す
し
め
飾
り
な
ど

は
、
不
燃
物
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
飾
り

を
取
り
除
い
た
上
で
、
10
時
50
分
頃
ま

で
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
11
時
頃
に
点

火
し
、
そ
の
後
、
御
神
酒
、
ぜ
ん
ざ
い
、

豚
汁
、
焼
き
芋
の
振
る
舞
い
を
行
い
ま

す
。「
お
碗
と
お
箸
」
を
持
参
の
上
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

↑現在の土地の形状 

↓この丘を削って病院本館が建設予定 

    道路幅が狭くて危険な通称「地獄坂」 
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五
常
の
秋
を
楽
し
む
行
事
、
第
７
回
五
常

文
化
祭
を
10
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時
か

ら
五
常
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。
文
化
祭
に
貴
重
な
作
品
を
出
品
し
て

い
た
だ
い
た
皆
様
や
、
熱
心
に
鑑
賞
し
て
い

た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

今
年
も
絵
画
、
押
し
花
、
手
芸
作
品
、
生

け
花
な
ど
校
区
の
皆
様
の
力
作
の
ほ
か
、
聖

徳
園
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
敬
愛
の
皆
様
の
千
切

り
絵
の
大
作
、
第
四
中
学
校
マ
ン
ガ
イ
ラ
ス

ト
部
有
志
の
楽
し
い
作
品
も
出
展
し
て
い
だ

き
ま
し
た
。
恒
例
の
手
作
り
作
品
の
展
示
販

売
や
手
芸
等
手
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は

多
く
の
皆
様
が
立
ち
寄
り
、
出
展
者
と
の
交

流
の
輪
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
五
常
小
学
校

の
皆
さ
ん
が
育
て
た
立
派
な
菊
の
鉢
植
え
が

会
場
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
、
文
化
の
秋
に

ふ
さ
わ
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

五
常
の
文
化
の
香
を
楽
し
め
る
行
事
と
し

て
皆
様
と
一
緒
に
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
次
年
度
も
多
く
の
皆
様
の
出
展

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
文
化
祭
の
準
備
と

運
営
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
実
行
委
員
の

皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

     

五
常
っ
子
見
守
り
隊
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
共
同

で
、
五
常
小
学
校
の
児
童
（
五
常
っ
子
）
の

下
校
時
を
見
守
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

依
然
と
し
て
、
児
童
を
め
ぐ
る
事
件
が
続
発

し
、
下
校
時
の
見
守
り
は
地
域
の
安
全
安
心

の
た
め
に
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
の
活
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

①
月
曜
、
水
曜
日
は
五
常
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
、
火
曜
、
木
曜
、
金
曜
日
は
五
常
っ

子
見
守
り
隊
が
児
童
の
見
守
り
を
担
当
。 

②
見
守
り
隊
の
活
動
地
点
は
６
カ
所
（
８

地
点
）。 

③
参
加
者
は
各
自
治
会
の
防
犯
委
員
及
び

民
間
交
通
指
導
員
、
校
区
の
青
少
年
育

成
指
導
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の

ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
役
員
。 

④
一
人
の
活
動
は
概
ね
１
月
に
１
回
、
原

則
と
し
て
14
時
50
分
頃
か
ら
16
時

20
分
頃
（
地
点
に
よ
っ
て
前
後
し
ま

す
）
の
１
時
間
30
分
程
度
。 

通
学
路
に
児
童
を
見
守
る
大
人
が
い
る
事 

で
、
子
ど
も
た
ち
は
安
心
し
、
犯
罪
の
抑 

     

 

止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
下
校
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
、
皆
様

の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

平
成
18
年
９
月
か
ら
活
動
し
て
い
る
見

守
り
隊
は
高
齢
の
方
が
多
く
、
新
た
な
皆
様

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
見
守
り
を
維
持
・

強
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ご
参
加
頂
け
る
方
を
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
西
田
（
TEL:

８
５
２-

８
７
６
４
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

文
化
の
秋
を
楽
し
む 

五
常
文
化
祭
を
開
催 

児
童
が
安
心
し
て
下
校
す
る
た
め
に 

あ
な
た
も
五
常
っ
子
見
守
り
隊
に
ご
参
加
を 

熱心に作品を見る来場者 

児童に「さよなら」と声をかける見守り隊 
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五
常
校
区
の
安
心
安
全
の
向
上
と
、
い
つ

発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い

る
東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど
の
災
害
時
の
対

応
力
の
向
上
の
た
め
、
今
回
で
13
回
目
と
な

る
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

平
成
28
年
２
月
28
日
（
日
）
の
午
前
９
時

頃
か
ら
避
難
誘
導
訓
練
と
し
て
各
自
治
会
か

ら
五
常
小
学
校
に
集
合
し
、
10
時
頃
か
ら
運

動
場
に
お
い
て
参
加
・
実
践
型
の
防
災
訓
練

を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

   
 

  

大
災
害
が
発
生
す
る
と
、
消
防
や
警
察
や

市
役
所
も
被
災
す
る
こ
と
か
ら
救
助
活
動
の

開
始
は
ど
う
し
て
も
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

従
っ
て
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」

の
行
動
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
る
「
共
助
」
が
命
を
救
う
こ
と

と
な
り
ま
す
。阪
神
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
、

家
屋
の
倒
壊
な
ど
に
よ
っ
て
生
き
埋
め
と
な

り
、
そ
の
後
救
出
さ
れ
た
生
存
者
の
う
ち
、

出
動
し
た
救
助
隊
に
救
出
さ
れ
た
人
は
わ
ず

か
２
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
多
く
の
人
は
自
力

ま
た
は
家
族
や
隣
人
な
ど
の
地
域
住
民
に
よ

っ
て
救
出
さ
れ
ま
し
た
。
災
害
発
生
時
に
頼

り
に
な
る
の
は
自
分
、
家
族
、
近
所
の
人
、

地
域
の
人
な
の
で
す
。 

 

多
く
の
皆
様
に
今
回
の
訓
練
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
五
常
校
区
の
共
助
の
力
を
ア
ッ

プ
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

    

 

五
常
校
区
を
事
件
や
事
故

の
な
い
「
安
心
の
ま
ち
」
と

す
る
た
め
、「
私
た
ち
の
ま
ち

は 

私
た
ち
が
守
る
！
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
今
年
も
歳

末
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実
施

さ
れ
ま
す
。 

枚
方
市
防
犯
協
議
会
五
常

支
部
で
は
12
月
27
～
28
日

の
午
後
８
時
か
ら
午
後
10

時
の
間
、
香
里
ヶ
丘
さ
く
ら

ぎ
街
集
会
所
に
本
部
を
設
置

し
ま
す
。
27
日
は
本
部
お
よ

び
松
下
住
宅
集
会
所
、
み
ど

り
丘
集
会
所
、
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
Ｃ
集
会
所

を
詰
め
所
と
し
て
重
点
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い

ま
す
。
28
日
に
は
各
班
は
パ
ト
ロ
ー
ル
終
了

後
、
本
部
に
集
合
し
、
集
約
の
た
め
の
意
見

交
換
を
行
い
ま
す
。 

な
お
、
28
日
に
は
枚
方
警
察
署
や
枚
方
市

の
幹
部
が
激
励
の
た
め
に
本
部
に
来
ら
れ
ま

す
。 

     

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
て 

防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
２
月
28
日
）
に
参
加
を
！ 

生き埋めや閉じ込められた際の救助 

誰が 割合（％） 自助・共助・公助の別 

自力で ３４．９ 自助  ６６．８％ 

家族に ３１．９ 

友人・隣人に ２８．１ 共助  ３０．７％ 

通行人に ２．６ 

救助隊に １．７ 公助   １．７％ 

その他 ０．９  

（日本火災学会：1995 年兵庫県南部地震における火災に関する調査報告

書） 

 
12月 27，28日は 

歳末防犯パトロール 

編
集
後
記 

 

平
成
27
年
も
あ
と
わ
ず
か
に
な
り
ま
し
た
。
校
区
の
環
境
は
Ｕ
Ｒ
跡
地
の
開

発
に
よ
り
大
き
く
変
貌
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
28
年
か
ら
は
有
恵
会
新
病
院

の
工
事
も
開
始
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
報
を
広
報
紙
「
五
常
」
で
住
民
の

皆
様
に
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。
来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

↑昨年度の「救命救急訓練」の様子 

↓昨年度の「初期消火訓練」参加者の実演 


